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アマゾン、⽣成AIへ出資 新興に5900億円、マイクロソフトに対抗

【シリコンバレー=⼭⽥遼太郎】⽶アマゾン・ドット・コムは25⽇、⼈⼯知能（AI）開発の
⽶新興企業アンソロピックと戦略提携し、最⼤40億ドル（約5940億円）を出資すると発表
した。⽂章や画像を⾃動でつくる⽣成AIを使ったサービスをアマゾンの顧客が使いやすく
し、先⾏する⽶マイクロソフトや⽶グーグルに対抗する。

⽣成AI需要の取り込みが競争⼒を左右するとみて、クラウドコンピューティング⼤⼿が同分
野のスタートアップ企業を巨額の資⾦で囲い込む動きが鮮明になってきた。

アマゾンの出資額は、マイクロソフトが1⽉に明らかにした対話型AI「Chat（チャット）
GPT」を⼿がける⽶オープンAIへの100億ドルともされる追加投資に次ぐ規模となる。

巨額の出資となるが、アマゾンはアンソロピックの少数株主にとどまる。同社には5⽉までに
グーグルも出資した。

アンソロピックは元グーグル出⾝者らが2021年に設⽴した。「クロード」と呼ぶ⼤規模⾔語
モデルを開発し、チャットGPTと同様の対話型AIも⼿がけている。

提携でアマゾンの顧客企業がアンソロピックの⽣成AI技術を⾃社サービスやアプリに取り込
みやすくなる。同社の基盤技術の⽤途に合わせたカスタマイズも可能にする。創薬や市場予
測の作成といった分野で顧客の業務⾃動化を⽀援する。
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